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大学アーカイブズにおける 「教育」的機能

創価教育研究センターにおける大学アーカイブズ機能

大学アーカイブズにおける学生

『創価大学三十年誌 〔学生編〕』の刊行と 「創価大学学生資料館」の開設とからヒン トを得て

おわりに

は じめに

近年、大学アーカイブズへの関心が高まっている。2005年 現在において 『日本の大学アーカ

イヴズ』が発刊準備中であることは、その好例 といえるだろう(1)。 大学アーカイブズ と聞い

て一般的に連想されるものは、大学当局が生み出す記録であり、それを収集 ・保存 ・活用する

機関である。大学を運営するにあたって、大学当局によるアーカイブズの管理は死活問題であ

り、今後もその重要性が失われることはない。大学が日々創出する記録史料を、いかに収集 し、

分類 し、保存 し、活用するのかということに関しては、数多くの先行研究が存在している。

しかしながら、大学アーカイブズは、大学当局の生み出す記録史料や、大学に所属す る職員

や教授、創立者等の残 した記録史料のみで完結するものではない。当然のことながら、大学の

主体はあくまでも学生であり、学生なしには大学は一 日た りとも存在することはできない。大

学とい うものは、創立の日より現在までの、教員 と学生たちとがそこで過ごす、一 日一 日の集

積体で成 り立っている。『大学の起源』の著者であるハスキンズは、「大学の発生の誘因は学問

の大復興」(2)が原因であり、「喜んで学んで喜んで教えようとする」「教師と学生の組合」が 「最

初のそして最良の定義」(3)であると述べている。大学において、学生がどのように生活 し、何

を学び、何を生み出したのかとい う歴史を、資料を収集 して保存、管理、さらには活用 してい
ヘ へ

くとい うことは、大学アーカイブズを考える上で、避けて通れない問題であると考える。

そこで本稿では、大学における 「学生」をキーワー ドとして、大学アーカイブズに関す るさ

さやかな研究を試みたい と思っている。言いかえれば、それは、大学アーカイブズにおいて学

生 というものが、いかなる役割を持っのかということを考察することである。

よって本稿の研究課題を、以下三点に設定する。第一に、大学アーカイブズに関する先行研
ヘ へ

究を参照しながら、学生 と密接な関係を持っであろう、大学アーカイブズの 「教育」的機能を

検討する。第二に、大学アーカイブズが 「教育」的機能を十全に発揮する上で重要 と思われる、

学生という視点を取 り入れた大学アーカイブズとい うものを考察する。その事例 としては、創
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価教育研究センターを取 り上げる。第三には、以上の内容から見えてきた、大学アーカイブズ

において学生の果たす役割 というものを検討する。そのために、実際に学生の手による大学ア

ーカイブズを構想した創価大学学生自治会の活動を考察する
。

1大 学アーカイブズにおける 「教育」的機能

大学アーカイブズに関しては、当然ながら種々の見解がある。まず一般的な意味を確認 して

おこう。

「大学アーカイブズ」の定義を見るに、『文書館用語集』には、「大学史料を保存 し公開する

機関。日本では自治体の場合と同様、大学でも大学史編纂は盛んに行われているが、大学の文

書館(ア ・一・カイブズ)は 少ない。大学史料館 ・大学史料室と呼ばれることが多い」(4)と あり、

『アーカイブ事典』には 「諸外国の大学の多くには、大学アーカイブ(文 書館)が あって、各

大学が果たした学問研究の足跡、組織体 としての大学の研究教育体制の沿革を記録するととも

に、学術的研究の成果、遺物、沿革資料、関係者の文書などの整理 ・公開 ・研究をその役割と

している」(5)と ある。

簡単に事典上の意味を押さえてはみたが、それではより具体的に、大学アーカイブズはいか

なる史料を 「整理 ・公開 ・研究」するのであろうか。大学アーカイブズに関して詳細な研究を

行っている寺崎昌男によれば、大学アーカイブズは以下のような史料を収集する役割があると

されている。すなわち、「(1)大 学運営の歴史を示す公的文書、簿冊、事務記録、その他の文

書」、「(2)大 学内諸機 関の議事録、意見書、答 申、報告書等」、「(3)大 学の刊行す る年報、

要覧、雑誌、新聞、広報紙誌等」、「(4)大 学卒業生の卒業証書、アルバム、講義ノー ト、伝記、

書簡等々(と くに当該大学に関係あるもの)」、「(5)学 長、学部長、教授、職員等の私蔵する

文書類のうち、とくに大学に関係するもの」、「(6)大 学設立者、寄附者、卒業生など関係者の

文書」、「(7)大 学の歴史を示す記章、門標、記念品、トロフィー、旗、制服、制帽、印璽等々

の物品」、「(8)大 学に関す る写真、テープ、ビデオテーブ、フィルム等」、「(9)大 学史に関

する諸刊行文献」、「(10)学 問史的な意味をもっ実験器具、研究室製作品、報告書等」であり、

基幹部分は(1)か ら(6)等 の文書資料であるが、それに限定されずに(7)か ら(8)の

ような記念的物品や視聴覚資料も収集 ・保存するところに大学アーカイブズの特色があると寺

崎は述べている(6)。

以上のような多様な史料を、大学アーカイブズとして収集する目的とは何なのか。 さらに寺

崎の研究に聞こう。寺崎は大学アーカイブズの意義 を、沿革史を編纂するという従来の目的に

加 えて、第一に、「大学 とい う文化的機関の活動の記録を証する史 ・資料の収集を通 じて、一国

の文化史 ・学問史 ・教育史の資料庫を形づ くる」、第二に、「政治史、社会史、学問史の研究の

ための、かけがえのない宝庫となる」、第三に、「卒業証書、在学、在勤の証明書類の保管を通

じて、個人の履歴の確認、保存に役立つ」(7)と述べている。それに付け加えて2001年 の段階で

は、大学アーカイブズ設置の追い風になる要素として、「とくに国公立大学に関して、情報公開

法の制定(「行政機関の保有する情報の公開に関する法律」平成十一==一 九九九年)の影響」(8)、

「この数年間顕著になってきた大学の 『アカウンタビリテ ィー』への倫理的社会的要求の高ま

り」(9)、「大学史編纂や資料保存 ・収集 ・整理 ・公開といった一連の仕事」が、「まさにそれぞ

れの大学が自校の個性 を証明す る不可欠の作業」であるとい うこと、の三点を掲げている(10)。

そして、それにとどまらず、これ らに加えられるべき新 しい要素 として、「大学アーカイブズは、
ヘ へ

た ん に学 術 用 に あ る の で は な い。『研 究』 と とも に 『教 育 』の機 能 を持 っ こ とが期 待 され る。」(11)
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と述べ、大学アーカイブズの未来に対して、いくっかの展望を示 している。

さて、本稿においてとりわけ取 り上げようと考えているのは、第四番 目に言及されている「教

育」の機能である。なぜならこれは、「研究」 と 「教育」とを切 り離す ことが出来ない、大学に

おけるアーカイブズな らではの機能といえるからである。実際に 「自校史教育」を開始 してい

る大学 も多く存在し(12)、一例 を挙げれば、立命館大学(2002年 開講)、 明治大学(同97年)、

京都大学(同99年)、 立教大学(同99年)、 名古屋大学(同99年)、 広島大学(同01年)、 九州大

学(同97年)と いった大学が、自校の史料編纂に関わった教員などを講師 として 自校史の講義

を開講 している(13)。大学アーカイブズに、史料の収集 ・保存 ・活用 ・研究といった既存の機

能に加え、「教育」的な機能が期待されているとい うことは、何を意味するのだろうか。

そこでまずは、大学アーカイブズにおいて非常に高い評価を受けている京都大学大学文書館

を例にとって考えてみよう。寺崎が以上の論稿において紹介 している 「京都大学大学文書館の

設置提案」には、「本学を含めた従来の日本の大学が、史料にもとづき、自らの存在理由にっい

てどれだけ考えてきたか となると、実は甚だ心もとないのではないだろうか。大学組織の巨大
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ 　 ヘ ヘ へ 　 　 　

化、学問分野の細分化によって、大学のあり方を歴史的、総合的に考える場が存在 していない

のではないかとい う疑問を感じざるをえない。このような場 として期待されるのが大学文書館
へ

であると考えられる。収集 した史料を基本に、自らの大学の歴史や大学のあり方にっいての董

甕 ・教青のセンター として、学内外にさまざまなメッセージを発信することによって、本学に

とって文書館は継続的、恒常的な自己点検の揚 となると同時に、所蔵史料を公開することによ

って、第三者か らの評価にも応じられる開かれた場 となるであろう。」(14)と述べられている。

大学アーカイブズは、「大学のあり方を歴史的、総合的に考える場」を目指 していこうとい う

京都大学大学文書館の理念は傾聴すべきものである。実際に同大学文書館は、「資料の収集 ・整

理 ・公開」「調査 ・研究」とともに、「広報 ・教育」とい う役割を標榜し、具体的実践を行って

いる(15)。

さらに、全国大学史資料協議会 ・研究叢書第3号 の 『大学アーカイブズの設立と運営』には、

名古屋大学の大学アーカイブズ構想が論 じられているので引用 してみよう。その構想の第一は

「大学基盤施設 としての大学アーカイヴズ」㈹ であり、第二は 「各種アーカイヴズの中核的拠
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

点としての大学ア・一一一・iカイヴズ」(17)であり、最後に第三として 「教育研究機関としての大学アー

カイヴズ」である。本稿のテーマと深 く関わりのあると思われる、第三の構想をさらに詳 しく

述べれば、「第1は 、大学史研究の成果を活用した自校史教育(大 学史教育)」、「第2は 、i麩

な教養教育としての記録史料学教育」、「第3は 、開かれた大学 としての生涯教育」としての 「本

学退職者および卒業者 はもとより、広 く一般市民の生涯学習要求に応 えるための公開講座ある

いは資料展示等」(18)である。名古屋大学の大学アーカイブズにおいては、大学アーカイブズの

教育的機能が、自校史教育のみならず、記録史料学を共に学ぶ場として、さらにはそれが広く

社会に開かれた生涯教育の一環として、役割を果たす可能性を示唆するものである。

以上、大学アーカイブズの 「教育」的機能に関して、興味深い二っの事例を概観 した。大学

全入時代を迎えっっあり、各々の大学に独自性や卓越性が求められている現在において、さら

には大学 というものが、大学に所属する学生のみならず、学びたいと希望する全ての人に開か

れた存在であることが望まれている現在において、大学の存在理由や存在意義を広く大学内外

に発信 していくために、「教育」的機能が重要視されることは時代の趨勢ともいえよう。大学ア

ーカイブズが史料の収集だけではなく、「教育」的活動を行っていくとい うことは、今後の大き

なテーマとなるであろうが、ここで問題 となるのは、その 「教育」とい うものに対する考え方
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である。

大学で集めた史料を公開し、その史料をもとに大学史を編成 しなおして、学生に講義 し、広

く一般社会に伝えてい く。この作業は非常に大切なことであり、これからも永続的に実施 され

なければならない。この重要性を考慮 しっっ提示 したいのは、大学アーカイブズにおける教育

が、歴史的な批判を加えないままで学生に施 されるのではないかとい う危惧を踏まえた上での、

大学アーカイブズへの新 しい視点である。

そのために検討してみたいのは、日本近現代教育史を専門とする佐藤秀夫の 「戦後教育改革

に関する資料 と研究」と題する研究部会(『大学アーカイブズ』第8号 所収)に おける、高等教
ヘ へ

育史及び大学史編纂に関する発言である。佐藤は大学アーカイブズのあり方(な かんず く教育

のありかた)に 対して、これまでの日本の大学史及び大学史編纂の歴史を踏まえた上で、極め

て興味深い内容を述べている。以下、少々長 くなるけれ ど引用してみよう。

「大学史では普通学校以上に 「歴史肯定」 ものが多い よ うに私には思えるのです。歴史研 究や 教育史

研 究では、優れ て批判性 を持 っている筈の研 究者 が執筆 の中心にお られ るに もかかわ らず、その大学

の果た した歴史上の問題性 や問題構造 をきび しく指摘せず、でき る限 り肯定的に 「粉飾」 しよ うとす

るものが多い ようです。 私は、その根 底に、学問研 究の府 としての大 学は 「本質 的に」「善なる もの」

ととらえ る意識が働 いている よ うに思 えるのです 。 とき どき大学 の内面 改革 に関連 して、 「大学 にす

る」 「大学 になる」 と表現 され るその 「大学」観 です。そ うい う文脈 にお いて、「小学校 にな る」 「中

学校にする」 といった表現 は、まず存 在 しないで しょう。/そ こには 「学 問の府 」 と 「教育機 関」 と

を断然格差あ るもの として捉 える意識 が潜ん でいる よ うに思え るのです。(最 近 の大学大衆化傾 向を

指 して 「大 学 も学校 になった」 と嘆 く向きもかな りお られ ます。私 は発生 の昔か ら大学 は 「学校」 に

他 な らなかった と確信す るのです が)。 「学問 と教 育 との分離」 を歴史的 に批判す る進 歩派が、です。

目本 の普通教 育戦前 ・戦後 史を調べ ている立揚 か らすれ ば、普通教育史 をバ ラ色 に描 くには、逆 にあ

る種 の 「勇気」 がいるで しょう。それ に比 して、大学史や高等教育史 を 「加害」 の観点か ら叙述 した
ヘ ヘ へ

よりも 「受難」史 と して描 くものの、何 と多い ことか。/や は りこの国の現状ではまだ 「学問」と 「教

育」 とは厳 然 と区別 され てい る よ うです ね。」(19)

佐藤の指摘するように、これまでの大学史編纂や大学アーカイブズで構築されてきたものは、

どちらかといえば、大学当局や大学に所属する教員 もしくは大学史研究家などが大きな役割を
ヘ ヘ ヘ へ

果たし、無批判に大学の歴史を受け入れ、その学問成果を学生に教育 してきたのではないだろ

うか。そのような無批判の前提の下で広報活動や教育活動を行ってみても、大学の抱える問題

点を改善 していく視点は生まれるはずもない。

そこで、佐藤の考察する大学史編纂の無批判性、「受難」史、「学問 と教育 との分離」 といっ

た問題を乗 り越えるひ とっの方途 として、大学の歴史それ自体を相対化す るために、「学生か ら

みた大学像」 というものを考えてみることは無益ではないだろう。大学に所属する最も大きな

勢力は当然ながら学生であり、その学生のために大学は運営され、研究を行っているはずであ

る。たとえば明治大学元学長の木村礎は 「2001年10月3日 全国大学史資料協議会2001年 度総会

ならびに全国研究会 ・記念講演」・「大学史および大学史料を考える」において、これまでの大

学史のあり方に批判を加え、学生の歴史を残すことの重要性や、大学史における騒動や紛争か

ら眼をそ らさないことの必要性にっいて述べている(20)。

現在の大学アーカイブズの研究成果を踏まえて、その質を向上させていくためには、学生の

存在が無視されていない大学アーカイブズを目指す必要性があると考える。しかしながら学生
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の視点を取 り入れた り、学生に関する資料を収集 したりしても、大学アーカイブズに何の利益

もない、という批判もあって当然である。 もとより、本稿は大学アーカイブズにとって、学生

とい う視点がどうしても必要であるとい うことを論証するものではない。そうではなくて、大

学アーカイブズにおける一っの見方として、学生とい う視点を取 り入れ、複眼的に問題 を考察

していく方途 もあってもよいのではないか、 とい うことを提案するに止まるものである。

そこで次節では、その学生の資料、学生の活動に焦点を据えた大学アーカイブズを構築しよ

うと試みている、創価教育研究センターに考察の対象を移す。創価教育研究センターとい う一

っの事例を通して、この問題を考究 してみよう。

2創 価教育研究センターにおける大学アーカイブズ機能

本節では、前節で見た 「教育」的機能を踏まえ、学生の視点を取 り入れた大学アーカイブズ

とい うものがいかなる可能性を持っのかを考察するために、創価教育研究センターを一事例 と

して取り上げる。同センターの持っ大学アーカイブズ機能を概観 してい くことで、その中で学

生が果たしている役割に関しても、同時に明らかにしていけると考える。

まずは創価教育研究センターの目的と事業内容とを、簡単に確認 しておこう。創価教育研究

センターは 「本学の歴史並びに創立者池 田大作先生及びその淵源たる牧 口常三郎先生、戸田城

聖先生の創価教育の思想 と実践の研究を行い、本学の発展に資すること」を目的として、この

目的の達成のために 「(1)資 料の調査収集、整理、保存及び管理」、「(2)資 料の公開、展示

及び レファレンスサービス」、「(3)資 料の研究及びその成果の発表」、「(4)研 究成果の教育

活動への還元」、「(5)講 演会、公開講座、シンポジウム、セ ミナー等の開催」と、その他 目的

達成のための事業を行 う機関として設立された(21)。同セ ンターは、創価大学創立の経緯 と、

牧 口 ・戸田 ・池田の 「創価教育の思想 と実践」に関する研究を行い、それを後世に伝え、大学

を発展 させることを目指すものであり、創立から約29年7カ 月後の2000年11月16日 に創価大学

創立30周年の記念事業 として、大学付属施設 として開設されたのであった。

それでは、創価教育研究センターにおける大学アーカイブズの機能にっいての検討に移ろう。

本稿は、大学アーカイブズにおける、学生の果たす役割に関する考察を目的 としていることも

あり、同セ ンターにおいての大学に関する資料収集機能及び教育 ・研究機能の二つに限定 して

考察していく。保存や利用に関する機能にっいては、今後の研究課題 とする(22)。

まずは資料収集機能に関して検討 してみよう。創価教育研究センターは、上記で述べた目的

を達成するために、資料収集に関して以下の二っの活動を推進 している。第一に、「創立者池 田

大作先生の思想 ・行動をはじめ、牧口常三郎 ・戸田城聖先生の様々な資料を収集す ること」で

あり、具体的にいえば、「これまで未発見だった牧 口先生の論文や、戸田先生の著作の収集、書

簡や関係者の証言をま とめるといった作業である。また、池田先生の膨大な論文や内外の著作

を全て一同に集めることも大きな柱」(23)としている。第二に、「創価教育の実践の場でありそ

の原点でもある 「創価大学」自体の歴史を残していこう」ということであり、「創価大学が どの

ような精神に基づいて設立され、いかなる歴史を刻み、何を果たしてきたのか。こうしたこと

は、後世に残 していかなければならない重要な事柄だと思われる」(24)としている。以上のこと

からも了解 されるように、創価教育研究センターの資料収集機能は、創価大学設立の淵源たる

牧口、戸田、池田に関する資料を収集すると共に、設立後の様々な大学関係資料を集める機能

を目指しているといえよう。

そこで続いては同センター所蔵の創価大学に関する資料について考察していく。同センター
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が所蔵しているのは、大学設立に関する資料、大学の要覧、講義要項、大学当局の出版物、大

学の紀要等々であり、前述の寺崎が提起している10項 目に関しては、継続的に収集を行ってい

るといえる。大学当局が日々生み出す文書を収集するシステムに関しては、これから確立する

段階であるといえよう。半現用 ・非現用になった大学当局の文書を、計画的に収集 し、保存 し、

大学運営に活用していくという大学アーカイブズの機能は、未だ十分に果たしてはいない ㈱ 。

それでは創価教育研究センターが構想 している大学アーカイブズにおいて、特異なものは何

かと考えれば、それは大学創立以来の、学生に関する資料を収集 しているということである。

創価教育研究センターが所蔵する学生に関する資料は、大学創立当初から学生が出版 してきた

新聞 ・雑誌や、1期 生から34期生にいたるまでの、学生の卒業文集や様々な行事で配布された

チラシ類、パ ンフレット類、大学祭関係資料やその運営資料、学生が出版 してきた創立者のス

ピーチ集や、学生が作った大学史に関する著作等々、学生に関係する多種多様な記録史料が保

存されている。中でも、1971年 の創立当初からの学生のクラブ等の出版物に関してデータ化さ

れているものは、約1400点 にも及んでいる。

創価教育研究センター所蔵の、学生が作成 した新聞やクラブ誌、行事のチラシ等を手にとっ

て閲覧していくと、そこには、当時の時代背景や学生の生活が如実に反映されていることがわ

かる。大学当局が生み出す資料に加えて、大学で学び、生活 した学生の状況を次世代に伝えて

いくことは、学生に関する資料や、学生が実際に作成に携わった資料の役割であろう。これら

の収集が可能であったのは、大学関係者、卒業者、在学者 といった多数の人達の協力があって

のことであると神立孝一創価教育研究センター長は述べている(26)。創価教育研究セ ンターの

大学アーカイブズ機能は、研究者、大学職員、大学に所属する学生、卒業生 といったあらゆる

の人達のカを結集 して、発展してきたといえる。

それでは創価教育研究センターは、いかなる研究 ・教育活動を行っているのだろうか。資料

収集機能に続いては、研究 ・教育機能にっいて考察してみよう。同センターは設立されて以来、

上に述べた創価教育研究センターの規程における目的に沿った、研究活動 ・教育活動を行って

きている。具体的内容を知るために、筆者なりに大まかに①講演会やシンポジウム、学生への

講義の開催、②大学内における展示会の開催、③出版活動、④調査活動、⑤収集資料のデータ

ベース化、に分類して、議論 を進めていく。

紙幅の都合上、これ ら全てを詳細に述べることは不可能であるため簡潔 に述べてみれば、①

に関しては 「草創の大学を語る」「草創の創立者講演 を読む」といった講演会や、牧口 ・戸田 ・

池田の研究に関する講演会およびシンポジウムを開催している。②に関しては、池田の著作の

うち海外で翻訳 されたものを集めた 「創立者著作翻訳書籍1000冊 展」と 「創立者著作翻訳書i籍

1300冊展」を2004年3月 から9Hに かけて、創価大学にて開催した。数字を見てもわかるよう

に、3Hの 時点において1000冊 とい う規模で開始された展示会も、9月 には1300冊 となった。

恒常的に資料を収集するシステムが構築されているといえる。翻訳 された池 田の著作は、43力

国・32言語に及んだ。③に関しては『創価教育研究』と題す る研究紀要を2002年(創 刊号)、2003

年(第2号)、2004年(第3号)に 出版している。ここでは創価教育研究セ ンターでの研究成果

が、論文や 目録 といった形で掲載されている。④に関しては、創立以来の大学の地名調査や、

建築物の写真撮影による保存、各年代による大学の様子の復元、創立者が作成 した揮毫の調査

等を行っている。⑤に関しては、②で述べた池田の海外翻訳書籍の目録化、日本語書籍の目録

化、雑誌や新聞に掲載 された記事の目録化も継続して行っている。大学史資料に関しても、同

様iに目録化を行っている。
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非常に簡単にではあるが、創価教育研究セ ンターの資料収集機能 と研究 ・教育機能 とを概観

してきた。資料収集機能に引き続いて、ここでも述べることができるのは、これ らの研究活動

や教育機能とい うものは、当然のことながら、学生を念頭 において企画立案 し、実践 され ると

い うことである。講演会にしても、展示にしても、出版活動にしても、大学外の一般の方 も対

象 になるのは当然ではあるが、まずは学生が対象に据えられている。(そのために、創価教育研

究センターの企画は学生が参加できる時間を考慮して大学内で行われることが多い。)

その理由としては、創価大学及び創価教育研究センターがまだ比較的若い機関であることが

挙げられるだろう。創価大学は2005年 で開学35周 年、創価教育研究センターは2000年 に開設 さ

れて6年 目である。創立されてそれほど時間がたっていない大学ゆえに、大学の歴史にっいて

の決定 した見解は少なく、大学の理念を学ぶにしても、完成されたものを学ぶとい うのでもな

い。それゆえに、大学アーカイブズとしての機 関も、自分たちで一から何 もかも創造しなくて

はならなかったといえる。創価教育研究センターが資料を収集し、研究 ・教育的機能を持っ と

いうときには、それは共に研究するメンバーを募るとい うことであり、学生も職員も教員も卒
ヘ へ

業生 も、共に創価大学に学ぶ学生 として、大学の淵源や創立者の思想に関する資料を一緒に収
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ 　 ヘ ヘ へ 　 へ

集 し、そこから何かを研究するとい うことを意味する。共に学ぶ連帯を築いていくとい うこと

が、創価教育研究センターにおける 「教育」的な機能 といえる。それゆえに、創価教育研究セ

ンターの活動は、おのずから学生を対象に据えて行われてきたのではないかと推察される。

以上、創価教育研究センターにおける学生出版物 と、同センターの 「教育」的機能について

見た。同センターの大学アーカイブズ機能にとって、学生 というものが重要な位置を占めてい

ることは明らかである。 もちろん、創価大学アーカイブズにおいて学生に関する記録史料が、

意識的に収集 され、保存 されてきたから、他の全ての大学においてそれが重要だと結論するこ

とはできないことは当然である。しかしながら、大学アーカイブズにおいて学生の存在を等閑

視しないとい う一っの事例の存在は、大学アーカイブズにおいて興味深いものだ と考える。

本節では、創価教育研究センターの事例を元に、大学アーカイブズに学生 という視点を加え

て、その可能性を検討することを試みた。 しかしながら、当の学生たちに関しては、いまだ何

等考察を加えていない。実際に出版物を刊行している学生はどのような背景の下、それ らを作

り出したのだろうか。そこで、次節においては、大学に現に学んでいる学生に焦点を当てて、

議論を進めてい く。

3大 学アーカイブズにおける学生一 『創価大学三十年誌 〔学生編〕』の刊行と 「創
価大学学生資料館」の開設 とからヒン トを得て

本節では、実際に大学に学ぶ当事者たる学生の立場から大学アーカイブズとい うものを眺め

たときに、いかなる視点が生まれ得るのかを考察する。その問題を、実際に大学アーカイブズ

を視野に入れて活動を行ってきた、創価大学学生 自治会の事例にヒン トを得ながら、考えてみ

よう。

創価大学学生自治会は、1972年 に設立 されてから2005年 の現在に至るまで、新聞や創立者の

スピーチ集、機関紙の出版活動や 自主講座の開講等、大学アーカイブズに関係する多くの事業

を行ってきている(27)。具体的な一例を挙げれば、創価大学学生 自治会は、第三回入学式の当

日(1973年4.目9目)に 、初の創立者の講演が行われる際、今までの創価大学に関する創立者

の発言 ・スピ・一一一Lチをま とめた 『二十一世紀の潮流』 とい う31頁の小冊子を作成している ㈱ 。

学生の学習意欲が、一っのパンフレットとな り、これが現在まで継続 している創立者のス ピー
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チ集の発刊の淵源 となっている。

その後も 『二十一世紀の潮流』は増補 ・改訂 を繰 り返し、1981年 には、創立十周年版の 『創

立者の語らい』として発刊 された。その後も十五周年版、二十周年版 と増補を重ねて、1995年

からは新書版 の『創立者の語 らい』が出版されている。そして2000年 には三十周年記念版の 『創

立者の語らい』(上 ・中 ・下)が 発刊 されており、『二十一世紀の潮流』『創立者の語らい』とい

う創立者スピーチ集の学生による発刊は、2004年 現在までに15種類に及ぶ(29)。

この創立者のスピー・一チ集は1978年 と1987年 とに学生によって英語に翻訳 されている。それに

続いて、韓国語版が、卒業生によって2002年 に翻訳 された。2004年 には、留学生を中心 とした

学生の翻訳グルv-一一一プによって、日本語と英語 との対訳版 『創立者の語 らい』が作成 された(30)。

これらの学生による大学アーカイブズ構想の一つのかたちとも言えるものが、これか ら述べ

る創価大学三十年誌編纂委員会による 『創価大学三十年誌 〔学生編〕』(以下 『三十年誌』 と略

記)で あり、後に記述する 「創価大学学生資料館」の開設 と、その資料館による 『学生 自治会

30年の歩み 通史篇』の発行である。

『三十年誌』は、学生が大学創立以来の大学史に関する資料を収集 し、学生の視点か ら大学

史を記述 したものである。この本の 「発刊の辞」は、学生の立場から見た大学アーカイブズ と

いうことを考える上で参考になるため、長文ながら以下に引用する。

「創立三十周年一 世界 の大学史、あ るいは近代 日本の大学史か ら見て も、ずいぶん と幼いキ ャリア

に違 いあ りませ ん。 しか し、 どの大学 にとって も、初発の三十年は最 もエキサイティン グな ドラマ に

満 ちた時代 であった と思われます。若い大学 にい る私た ちの幸福 とは、ま さにその ドラマ を 「現在」

として生 きた とい う一点 に尽 きます。創 価大学の三十年は、静的な過去 として扱 うにはまだ熱 が冷 め

ていない、私た ちの現在 と地続 きの時 間に他な りません。/そ れ を踏ま えて、私たちは、本書のス タ

イル を 「大学史」 では なく 「大学誌」 としま した。 もちろん本書は公式の歴史書で も客観 的な研 究書

でもなく、か といって、 フィクシ ョンを前提 とした物 語 とい うわけで もあ りません。 あえて本 書の特

質 をい えば、それ は学生の編にな ること、それ 自体に求 められます。本書では、本文 中において創 価

大学 を 「本学」 と呼ぶ ことは原則 として避け られていますが、 この ことは本書の性格 の深 い部 分に起

因 しています。 本書の編纂主体者 である私 たち学生は、大学 の当局者 で も、部外者 で もあ りませ ん。

人生の ある一時期 を確実に 当事者 として過 ごし、や がて社会へ旅立っ学生の存在 を、創価大学 は大学

の主体者 として位置 付け よ うと試 みて きま した。 「学生 を主役 に」一 このテーマ は、創 立者池 田大

作先生 の願い を源 と して、大学の さま ざまな局面において表 現 され、大学 と学生 ・卒業生 との関係 に

新 しいモデル を確立 しつつあ るといえ るで しょ う。本書 の編纂 もまた、この願 いの延長 上にあ ります。

学生が大学の主役であ るな らば、大学 とその歴史を語 る言葉 もまた、学生独 自のものが生まれ なけれ

ぱな りません。 もちろん、学生に限 らず 多 くの関係者 の協力 がなけれ ば本書 が存在 しないこ とも事実

です。j(31)

ここには大学の当事者であ り、主役であるべき学生が、当事者の目で大学の歴史を残そ うと

したことが記述されている。「部外者」でも 「当局者」でもない 「当事者たる」学生たちが、「学

生が大学の主役」であるならば、大学史の記述にも 「学生独自のものが生まれなければな りま
ヘ へ

坐 。」と述べる一文を見るとき、専門家の視点は欠かせないとしても、その大学に生きたど素
へ

人である学生の視点もあって然るべきではないかと思われる。

さて、ここからは 『三十年誌』がいかなる内容であったのかを検討 してみよう。それによっ
へ

て、学生がどのような資料を収集 して、大学誌を纏め上げたのかが解明されると考える。次い
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で、その資料収集 と、編纂作業の延長線上にある 「創価大学学生資料館」の開設 と、その自治

会活動を自ら編纂 した 『自治会30年 の歩み 通史篇』(32)の内容 とから、学生 自治会における大

学アーカイブズ構想にっいて考察する。

それでは、『三十年誌』の具体的な内容を概観 していこう。第一章は 「創価大学30年 史 年

度別ダイジェス ト」と題して、30年 間の主要な出来事を一年毎にまとめている。第二章は 「建

学の理念」と題した牧 口 ・戸田 ・池田の思想に関する研究である。第三章は 「人問教育の作業

場 教育 と研究」として、各学科やカリキュラム、通信教育部、大学院、図書館、研究所等々

にっいての解説を行っている。第四章は 「知のグローバル ・ネットワークー 海外交流」 とし

て協定を結んだ海外の大学 と創価大学 との関係にっいて考察し、第五章は 「『学生参加』の挑戦」

と題 し、学生自治会、学生寮、学園祭な どの大学行事の歴史をまとめている。第六章は 「全体

人間へのプ レリュー ドー クラブ活動 として、学生が所属するクラブ団体について考察 して

いる。第七章は 「〈大学〉の見える場所39人 が語る創価大学の30年」と題 して、教員、卒業

生、学生、大学職員等々が登場 し、それぞれが創価大学に関して述べている。付録 としては 「創

価大学歴史地図帳1と い う大学構内各所の歴史と案内、「年譜 ・創価大学」として1871年 の牧口

常三郎の出生か ら、2001年 の 『三十年誌』発刊直前までの詳細な年譜が記録 されている。

以上、簡単ではあるが、『三十年誌』の具体的な項 目を拾ってみた。たしかに多くの資料を

用いた一般的な大学史 とは、少々雰囲気も異なっているかもしれないが、学生か ら見た大学像

がいたる所に記述 されている。

創価大学における本格的な大学史は、この 『三十年誌』が初めての試みであった とい うこと

が、何 よりその特徴を物語っている。学生が何 とか自分たちの学ぶ大学の歴史を残そうと、開

学以来の資料 を徹底的に収集 し、それを一冊の大学史として纏め上げた。学生が編纂 した もの

が大学における主要な大学史に関する著作となっている例は、管見のかぎりでは発見できず、

異例なことと言える(33)。

『三十年誌』がソフト面での大学アーカイブズに関する資料であるとするならば、以下に述

べる 「創価大学学生資料館」の開設は、ハー ド面の大学アーカイブズを学生が構築 した具体例

といえる。

「創価大学学生資料館」は、上で見た 『三十年誌』の編纂作業によって収集 された資料を、

継続 して活用 していく機i関として、創価大学学生自治会内に、2001年9月 に開設されている(34)。

この機関は、創価大学の学生の歴史に関する資料(大 学行事、クラブ、寮、自治会等々)や 高

等教育の研究書等を学生のために収集 し、保存 し、利用する目的のために設置 された 岡。創

価大学 自治会棟の地下一階の一室に設置されたこの資料館には、『三十年誌』を編纂する際に使

用 されたであろう、創立者の著作、草創期の学生自治会の議事録や新聞、行事でつかわれた小

道具等々、多くの種類の大学アーカイブズが並んでいる。

なお、この資料館は、専門図書館機能、博物館機能、文書館機能を持つように構想されてい

る 岡 。大学の主体者たる学生が、学生自治 とい う観点から、自らの手で自らの歴史を残すた

めに大学誌を編纂 し、その作業で収集 した種々の資料を保存 して、次世代へ と継承していくた

めに資料館を開設 したと言えるだろう。

「創価大学学生資料館」開設後には、教育的活動や出版活動等も開始されている。教育的活

動としては、資料館に携わり、今後も学生に関する記録資料を収集 ・保存 ・活用していくメン

バーを公募し、約20名程度が集い、勉強会等を開催 している。出版活動 としては、これか ら述

べる 『学生自治会30年 史 通史篇』を発刊した。
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『学生 自治会30年 の歩み 通史篇』は、全38ペ ージの冊子であ り、序論 として大学における

アーカイブズの意義、編集方針、学生自治の今後の課題等が考察されている(37)。続いて 「設

立前史」 と1972年 から2001年 までの学生自治会の歴史 とが、一年 ごとに考察されている。その

特徴 としては、創価大学三十年史編纂学生委員会による記述は序論 においてのみであり、残 り

の一年毎の自治会の歴史は、全て何 らかの資料を提示することによってのみ記述されていく点

があげられる。用いられた資料は、『創価大学新聞』、自治会の機関紙である 『SecondWind』 、

『自治会新報』、『デイ リー新報』、学生自治会発行のビラやパンフレット、会議資料、学生 自治

会の活動方針案等々の学生 自治会の発行物であり、「創価大学学生資料館」に所蔵 されている資

料を使用 して、出版物を発行 した といえる。

この 『学生 自治会30年 の歩み 通史篇』の発行の意義は 『三十年誌』同様に、学生 自治会が

自らの歴史を、自ら収集 した資料によって編纂したとい う点にあると考える。その上で、「創価

大学学生資料館」 として刊行物 を作成 し得たということは、大学アーカイブズにおいて学生の

持つ役割を考える際には重要であろう。

自分たちの大学の歴史を残 したいと考えた学生が、資料を収集 して保存 し、後世のために活

用 してい くというアーカイブズの流れを作 りだし、『三十年誌』として編纂した。そしてその編

纂作業を通 『じて、大学史資料の重要性が認識 され、「創価大学学生資料館」の開設に至り、この

機関の資料を用いて、学生自治会が自らの歴史を編纂して 『学生 自治会30年 の歩み 通史篇』

を編纂 した。 これ らは、学生の手によるアーカイブズが具体的に誕生した、一っの事例である

といえるだろう。

以上のように、本節では大学アーカイブズを構築する際に、学生 というものがどのような役

割を担 うことができるかを、創価大学学生自治会を取 り上げて考察 した。アーカイブズに興味

を持っ学生が大学アーカイブズの構築へ関わることが出来れば、大学アーカイブズの資料収集

においても教育活動においても、複数の視点を共有することになり、双方の視点を相対化する

ことができる。そのよ うに大学当局と学生とが、共に協力 し合ってアーカイブズを運営 し、資

料収集や資料管理、研究を補い合って継続 していくならば、その中に 「教育」 という営みが成

立する可能性も存在するのではないか と考えるものである。

おわ りに

本稿では、大学アーカイブズに関してこれまで余 り注 目されてこなかった、「学生」 とい う

ものを考察の中心に据えることで、大学アーカイブズに関してわずかながらでも新たな視点を

加えることを目的 としてきた。その結果を要約すれば、以下の二点である。

第一に、大学アーカイブズ構築 を目指す際には、学生が生み出すアーカイブズを考慮に入れ

なければ、一っの大きな視点が欠けてしま う恐れがあるのではないかということである。大学

の中心者たる学生が、大学で生活して何 を感 じ、何を生み出したか。 これにっいては、学生に

関係する資料が語るべきところもあると考える。たとえ学生の描 く大学史が通説 とは異なって

いるとしても、そこには学生の立場でのみ見える歴史 とい うものが存在 し、新たな歴史の見方

を提示する可能性 もあり得る。

第二に、大学アーカイブズの教育的な機能を考えたときに、大学側が自校史教育や、講演会、

展示活動を行 って学生に大学に関す る知識 を伝達 してい くのは当然大切であるにしても、それ

のみが目的になっては大学アーカイブズの役割を媛小化することになりはしないかということ

である。あくまでも知識 とい うものは、自分が大学に学ぶ意味や、大学という存在に興味を持
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っための手段である。まずは学生が、大学アーカイブズの意義を考え、その構築の当事者 とな
ヘ へ

ること、これが何よりも教育的であると考える。

以上の考察から見えてきたものは、「学生」とい う視座に、大学アーカイブズの持つ機能を

十全に活用 していく糸 口が潜んではいないか、ということである。先に検討 したように、大学

アーカイブズにおける大学史編纂や 「教育」的機能が、一っの大学の利害に偏 らないものにな

ることを期待 されっっあることを考えると、「学生」とい う視点は一つの有効な役割を担 う可能

性があるからである。そのような視点に立ったとき、今後も大学アーカイブズが 「教育」的な
ヘ ヘ へ

機能を持っことが重要視されるのであるなら、大学における研究主体としての教授者 と研究成
ヘ へ

果を受け取る学生との関係 について考察することも、あながち無駄ではないだろう。なぜなら

ば、研究成果の発信や 「教育」 とい うものが行われる場合には、そこに 「教える人」 と 「学ぶ

人」 との関係(こ のように二項対立的に捉えること自体に、すでに問題は潜んでいるのかもし

れない)が 自然 と設定されるか らであり、この関係性にっいてよくよく注意 しなければ、教育

とい うものが、受け手におかれる学生にとって無意味なものになる可能性も否定できないから

である。

そこで最後に、大学アーカイブズを考える上で補足的に検討 してみたいのは、大学の将来に

関して極めて話題を呼んだ作品 とされる、ビル ・レディングズ 『廃嘘のなかの大学』で提起 さ

れている内容である。レディングズは、「国民国家のため」の役割を終えて 「超国家的な企業体」

を目指 しっっある大学 というものが、教育実践を管理運営の論理に結びつけている現状 を指摘

し、この状況を緩和するべ く 「教授法」の問題を考察 している。 この文脈においてレデ ィング

ズは、従来の大学教育のあり方が乗 り越えていなかければならない、大学における教授者 と学

生との関係が内包する問題点にっいて、以下三点を摘出している。突然の長文の引用とな り、

ためらわれ る感 もあるが、大学アーカイブズを考察する上で示唆す る点も多いと考 えられるた

めに、あえて引用する。

「ソシュールが唱え るコミュニケー ションのモノ ローグ的モデル と、パフチンのダイア ロジズムの違

いは、教授 法に関す る議論ではそれ ほど意義はない と思われ るか もしれない。 しか し、実際 にはそれ

は、 自律性 に対す る見当違いの教育的関与 についていろいろな ことを語 りかけ、教授法 との関わ りに

付随す る三っの落 と し穴 を理解 あるいは回避一 す るの に一役買 ってい る。その第一は、教授者

を絶対的な権威者 と し、学生た ちを、すで に作 られた、疑いのない知識 の伝達を受け入れ る多 くの容

器 として しま うヒエ ラル キー。次 に、教育実践は、教師 と学生の間に何 らの違 い も生み出 さない とす

る主張、つま り、学ぶべ きものは何 もない ことを示唆す るいわ ばデマ ゴギー。第三は、教育 をテ クノ

クラー トの育成 と訓練一 訓練 の 目的 とか、機 能 に少 しも疑 念を挟 まず一 に還元 して しま うこと。

これ ら三っ の落 とし穴はすべ て疑 問を挟 むこ とに終止符 を打 とうとす る。 と りわ け、第一 と第三 のも

のにそれ が最 も明 白である。 しか し、 もっ と油断がな らない のは、第 二で ある。そ こで は思考 が疑 問

視 され る とい うよ りも、犠牲 に され ている一 とい うのも、 ま さにそれ は、偏 らない平等主義 とい う

仮説 を疑問視す る可能性 があるか らである。」(38)

レディングズが、大学における教授 と学習 とに関して語る 「三っの落 とし穴」は、大学アー

カイブズにおける史料編纂・収集活動や教育活動にも当てはまる批判ではないだろうか。即ち、

第一に学生に知識 を伝達するのみに終始してしま うとい う批判、第二に学生は勝手に学ぶ自律

性を持っていると考えて、何もする必要はないとい う批判、第三には大学の目的のために学生

を管理 し、 目的達成の手段 として しま うとい う批判である。大学アーカイブズが、学生の 「疑
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ヘ へ

問を差 し挟むこと」に対して 「終止符」を打っことになるなら、何のための大学アーカイブズ

であろうか。

大学アーカイブズにおける 「研究」及び 「教育」は、大学の 「アイデンティティ」 といった

大学設立側の意図を学生に押し付けるものであってはならないだろう。大学アーカイブズは、

あくまでも大学に学ぼ うと集った人達が共に思考 しなが ら、身近な自分の大学を知ることから

出発して、そ こから社会における大学の存在価値や、学生 としていかに学ぶのかとい うことを、
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ 　 ヘ へ 　 へ

自分の中で再構成する場に他ならない と考える。

※ 本稿は、国文 学研究 資料館史料館 主催 ・平成16年 度 アv-一・カイ ブズ ・カ レッジに提出 した修 了論文 を、

縮小 ・修正 したものである。本文 中の下線 ・傍点は、全 て筆者に よる。

(注)

(1)『 全国大学史資料協議会東 日本部会会報 大学 アーカイ ヴズ』No,31(2004,10)9頁 。

(2)ハ スキンズ著、青木靖 三 ・三浦常司訳 『大学 の起源』(社 会思想社、1977)18頁 。

(3)同 上、19頁 。

(4)全 国歴史 資料保存利用機 関連絡協議会監修、文書館用語集研究会編 『文書館用語集』(大 阪大学出版

会、1997)77頁 。

(5)大 西愛(代 表)編 『アーカイブ事典』(大 阪大学 出版会、2003)76頁 。

(6)寺 崎 昌男 ・別府昭郎 ・中野実編 『大学史をつ くる一 沿革 史編纂必携』東信堂、1999、203頁 。

(7)同 上、205頁 。

(8)寺 崎昌男 「私 の大学アーカイ ヴス論一 回想 ・状況 ・意義一 」(『紫紺 の歴程 大学 史紀 要』第5

号、2001)35頁 。

(9)同 上、36頁 。

(10)同 上。

(11)同 上、37頁 。

(12)注5に 同 じ、76頁 。

(13)同 上。 この著作 に掲載 され ている 「朝 日新聞」2002年10月22日 の朝刊 によれ ば、 九州 大学では 「九

州大学の歴史」(97年度)「大学 とは何 か」(99年度)と いった講 義が行 われている。立命館 大学では2000

年の創 立100周 年か ら 「日本近現代 と立命館 の100年 」 と言 う講義 を開始 している。

(14)注8に 同 じ、37頁 。

(15)京 都大学大学文書館ホームペ ージ よ り。http://kua1,archives.kyoto-u.ac,jp/ja/index.htm1(2005

年1月 現在)。

(16)全 国大学資料協議会西 日本部会編 『大学アーカイブズの設立 と運営』(全 国大学 資料協議会、2002)

58頁 。「1.大 学基盤 施設 としての大学アーカイブズ」 として 「諸外国、 とりわけ欧米 の伝統 ある大学

では、大学の基盤施設 として、図書館(Library)、 博 物館(Museum)、 とな らぶアーカイ ブズ(Archives)

の設置が常識 的に行 われ ている。 これ に対 して、 目本の国立大学で は図書館お よび博物館 の整備 は進

んでい るが、 アーカイ ヴズの整備 に至 ってはまった く行われていない。」 「大学アー カイ ヴズは、主に

文書史料 の収集 ・管理 ・活用 を通 じて、その大学の存在 ・活動 を歴史的 な視覚か ら実証す る さま ざま

な活動 を支援す る機能 を有 している。 しか も、大学アーカイ ヴズが有す る支援機 能は、 当該 大学の構

成員 は当然の ことなが ら、学外 の一般 市民にまでお よぶ点 できわ めて汎用性が高い もの である。 した

がって、大学 の基盤施設 の1つ としての大学アーカイブズ の整備は、情報公開社会 にお ける開かれ た

大学 として時宜 を得た ものである といえ る。」とある。大学 におけるアーカイブズは、大学 のみな らず

広 く社会一般 に貢献すべきものであ るとい う指摘 は重要である と考 える。
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(17)同 上、59頁 。 「2,各 種 アーカイ ヴズの中核的拠 点 としての大学アーカイ ヴズ」に関す る説 明 として

は、「平成13年9月 に大学史資料 室が開催 した公 開シ ンポジ ウムへの参加者 に対す る事後 アンケs-一・Lト

の結果 を分析す る と、大学アーカイ ブズに対 して寄せ られ た期待 が少な くとも次の2点 である ことが

明 らか となった。第1に 、主に文書館関係者か ら寄せ られた もの として、大学 アL-・iカイ ヴズに関す る

理論 的 ・実 践的研究成果 が、地域 にある文書館等 の活動 にフィー ドバ ックされ ることに対す る期待 で

ある。第2に 、大学 が保有す る文書史料群 が地域社会 な らびに地域住 民にとっても有用 である との認

識 か ら、その情報発信あるいは公開に対す る期待で ある。 とりわけ前者の期待 に関 しては、アーカイ

ヴズ機 関その ものを研 究対象 とす る大学アーカイ ヴズは、地域文書館等 との交流 によって 中核的拠点

としての存在意義 を十分 に発揮で きるもの と考 え られ る」 とある。

(18)同 上、59頁 一60頁。

(19)『 関東地 区大学史連絡協議会会報 大学アーカイ ヴズ』No.8(1993,3)、8-9頁 。

(20)木 村礎(明 治大学元学長 ・名誉教授)「2001年10月3日 全国大学史資料 協議会2001年 度総会な らびに

全国研究会 ・記念講演」 「大学史 および大学史料 を考 える」(『大学アーカイブズ 第29号 』2003.10)。

こ.の講演 は、これ までの大学 史に収 ま りきれない大学 アー カイ ブズ を構想す る必要 がある と思わせて

くれ る内容 と言 える。以下にその一部 を引用 してお く。

「それ か ら学 生。 これ までの大学史は学生の事 あま り書 かないんです。 もっぱ ら大学内部の ことば

か り書 いている。本 学は偉 いんだ とか。そ うい う風 な事 はや めたほ うがいいって事です。学生 と教

師がい なけ りゃ、学校なんかないわけですか ら、 とい う事。」

「それか ら、騒動や紛争。 こ うい うもの を避 けて はいけない。そ うい う事 のない大 学って、100年 を

過 ご した大学なんて、平穏 無事 に100年 を過 ごした 大学なんて 目本 にあ りませ ん。事実問題 として、

立派な ことばか りがあった大学 なん て一 つもあ りません。 くだ らん事 もある。た くさん ある。 だい

たい大学だけがそ うではない。 日本だ ってそ うだ。 人間だ ってそ うで しょ。 立派な ことばか りで過

ごして、90歳 まで生 きた人なん てほん とにいるのか と。わた しは77歳 ですけれ ども、 ちっ とも立派

じゃない。そ りゃも うよくわか る。 だいたいそんな もんなんです。そ うい うものが統合 され て、生

きてい るのが一つの組織体で あ り、人 間である。そ うい うふ うに考えない と考 え方 が未 熟だ とい う

事になる。未熟すぎる。子供で はない、 とい う事 です。」(7-8頁)

(21)「創 価教育研究セ ンタs-一・一規程第2条 」(目 的)・ 同 「第4条 」(事業)、 『創 価大学規程 集』(創 価大学事

務局、2002)891頁 。

(22)こ の課 題に関 しては、韮沢賢一 「創価教 育研 究セ ンターにおける大学 アー カイ ブズ機能 と課題 」(『創

価教育研究』創刊号、2002)に お いて詳 しく考察 され ている。

(23)神 立孝一 「創刊 にあたって」(『創価…教育研 究 創刊号』、創価教育研究センター、2002)1頁 。

(24)同 上。

(25)韮 沢は前掲の論文において、創 価教育研究セ ンターのアーカイブズ機能 としては(1)史 料 の収集

と整理、(2)史 料 の保存 と利用、(3)研 究成果 の公 開、(4)展 示活動、(5)講 演会の 開催 、(6)

年 史編纂事業 をあげ、今後の課題 としては(1)ア ー キビス トの養成、(2)規 定類の作成 ・整備 、(3)

大学の 自己点検 ・評価」とアー カイ ブズ機能 のかか わ り、(4)教 育活動 としての 自校史へ の取 り組み、

(5)デ ジタル ・アーカイブの対応、をあげてい る。

(26)創 価大学三十年誌編纂学 生委員 会 『創価 大学三十 年誌 〔学生編〕』(創価大学学生 自治会発行 、2001)、

390頁。

(27)同 上、264-287頁 。

(28)同 上、282頁 。

(29)学 生 の発行 による創 立者ス ピーチの全15種 類は、『創価大学三十年誌 〔学生編〕』 の 「創 立者の語 ら

いの書誌学」(282-287頁 。)を 参照 されたい。

(30)『 創 価教育研 究 第3号 』所 収、「創 価教育研究セ ンタs-一一`所蔵 池 田大作著作翻訳 出版 目録(1)」 に
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よる。英語 への翻訳 として1978年 に、Toivai"dthe21stcθntui"y(SokaUniversityStudentInternational

Center)が 、1987年 には、Proposalsforthθ21stcentury:Collectedaddresses(SokaUniversity

StudentUnlon)が それぞれ発行 され た。 韓国語版 は2002年 に 『創 立者セ 盟 昏』(創 韓會発行)と し

て作成 され てい る。 日英対訳版は、『対訳創 立者 の語 らい』(創 立者 の語 らい 日英対訳版編 纂委員会 、

2004)と して、上記の 目録完成後 に作成 され たために 目録 には掲載 されていないゆ え、創 価教育研 究

セ ンター所蔵の書籍 を参照 させて頂 いた。

(31)注26に 同 じ、7-8頁 。

(32)創 価大学三十年誌編纂学生委員会 『自治会30年 の歩み 通史篇 』(創価大学学生 自治会、2002)。

(33)も ちろん 、学生が大学の歴史を記述す ることに関 しては、 問題 がない とは言えない。その課題 を、

創価大学30年 誌編 纂委員会 は 「『史』 と 『誌』一 『創価 大学三十年誌』 をめぐって」 とい う誌上座談

会 において取 り上 げてい る。(創価 大学30年 誌 編纂 委員会編 の雑誌 『ROUSE』20号 、2001年 、9頁 。)そ

こでは、学生 が大 学史 を編纂す るこ とが稀 であ るとい うことを述べ なが らも、本来大学 の歴 史その も

のが学生の歴史 であるこ と、学生 は本来 その研 究対象で あるとい うこと等 に関 して議論 が行 われてい

る。 「大学 史」ではな く、「大学誌」 とい うタイ トル にした理 由につい ては、「学生は恒 常的なスタ ッフ

ではないのです。だか ら、一応それ が読み物 として完成す るとい う決着 が必要 で した。」 と述べ られ て

い る。 この よ うに、学生 が大学 アー カイ ブズに対 して、新たな視点 をもた らす可能性は あるかも しれ

ないが、一方で 当然の こ となが ら、そ の限界性 も理 解 しなけれ ばな らない。だが、大学史 とい う研究

対象 には、大学に生きた学生や教員 、また大学 に所属 していない人 間等 々、複数の視点 を用い なが ら、

迫 っていか なければな らない と考える。

(34)注26に 同 じ、489頁 。

(35)注22に 同 じ、42頁 。

(36)坂 口貴 弘 「創 大生アーカイブズの現在」(創 価 大学30年 誌編纂 委員会編 『ROUSE』21号 、2001年10月

16日)18頁 。「創 価大学学生資料館」 に関 しては、坂 口貴弘氏か ら多 くの ご教授 を賜 った。 ここに、深

く感謝 申し上げる。

(37)注32に 同 じ、2-7頁 。

(38)ビ ル ・レデ ィングズ著、青木健 ・斎藤信平訳 『廃壇の なかの大学』(法政 大学 出版局、2000)212-213

頁。
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